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原
発
事
故
「
安
全
確
保
で
き
な
い
」

　
東
日
本
巨
大
地
震
の
発
生
か

ら
1
0
日
が
経
過
し
、
各
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
中
、

福
島
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
原
発
の
事
故

か
起
き
、
安
全
が
確
保
で
き
な

い
」
と
し
て
、
県
外
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
を
見
送

ら
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ

て
い
る
。

　
福
島
県
は
、
地
震
が
発
生
し

た
翌
日
の
1
2
日
に
県
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ー
を
設
置

し
、
避
難
所
や
高
齢
者
宅
な
ど

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
を
開
始
し
た
。
2
0
日
ま
で
に
、

県
内
外
か
ら
の
応
募
は
２
６
２

人
に
上
り
、
こ
の
う
ち
、
県
外

か
ら
は
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
留
学

生
な
ど
も
含
め
１
６
２
人
が
応

募
し
た
。

　
だ
が
、
同
セ
ン
タ
ー
設
置
日

の
1
2
日
展
に
福
島
第
一
原
発
１

号
機
が
爆
発
。
続
い
て
、
３
号

機
、
２
号
機
、
４
号
機
と
次
々

と
事
故
が
起
き
、
放
射
性
物
質

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
仕
分
け
ら
れ
る
救
援
物
資
（
2
1
日
午
後
、
福

島
県
郡
山
市
の
ピ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
）
＝
尾
賀
聡
撮
影

が
漏
出
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
に

は
初
日
か
ら
県
外
か
ら
の
応
募

か
相
次
い
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
安
全
を
考
え
て
募
集
を
断

念
し
た
。

　
県
内
の
避
難
所
で
生
活
す
る

被
災
者
は
2
1
口
現
在
、
８
万
２

７
８
６
人
。
高
齢
者
も
多
く
、

介
護
経
験
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
中
、

今
後
は
津
波
で
身
内
を
な
く
し

た
被
災
者
ら
の
精
神
的
な
ケ
ア

も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
同
セ

ン
タ
ー
職
員
の
関
靖
男
さ
ん

（
5
0
）
は
「
原
発
が
安
全
に
な
ら

な
い
と
、
県
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
猫
の
手
も
借
り
た

い
く
ら
い
人
手
が
欲
し
い
が
、

し
ば
ら
く
県
民
だ
け
で
頑
張
る

し
か
な
い
」
と
話
し
、
「
ガ
ソ

リ
ン
不
足
や
放
射
能
漏
れ
が
収

ま
れ
ば
県
外
か
ら
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
い
カ
。
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な
い
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

　
福
島
県
外
へ

　
２
万

2
7
0

0
人
避
難

　
巨
大
地
震
の
影
響
で
県
外
の

避
難
所
に
入
所
し
た
福
島
県
民

の
数
が
、
2
1
日
午
前
1
0
時
現
在

で
２
万
２
７
０
０
入
に
上
っ
た

こ
と
が
同
県
災
害
対
策
本
部
の

ま
と
め
で
わ
か
っ
た
。
行
き
先

で
最
も
多
い
の
は
新
潟
県
で
、

避
難
所
7
7
か
所
に
７
８
０
０
入

が
い
る
。
次
い
で
山
形
県
5
6
か

所
３
７
１
０
入
、
埼
玉
県
3
6
か

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
被
災
者
を
雇
用

現
地
ス
タ
ッ
フ
に
復
興
へ
の
意
欲
、
期
待

　
東
日
本
巨
大
地
震
の
被
災
地

で
医
療
活
動
を
し
て
い
る
国
際

医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ム
ダ
）
」
は
、
避
難
所
暮
ら
し

を
続
け
る
被
災
者
ら
の
再
起
を

促
す
た
め
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

し
て
雇
用
を
始
め
た
。
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爾
代
表
（

6
4
）
が
１
只

岡瓢’

山波忿と

市
内
で
記
者
会
見
し
て
明
ら
か

に
し
た
。
ア
ム
ダ
は
こ
れ
ま
で
、

海
外
で
被
災
者
を
採
用
し
た

例
は
あ
る
が
、
国
内
で
は
初

め
て
。

　
ア
ム
ダ
は
地
震
発
生
翌
日
の

1
2
日
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
ら
計

5
1
人
を
派
遣
。
菅
波
代
表
自
身

も
1
3
～
凹
一
日
、
岩
手
県
釜
石
市

と
同
県
大
槌
町
な
ど
で
支
援
活

動
に
あ
た
っ
た
。

　
現
地
は
交
通
網
が
寸
断
さ
れ

た
ま
ま
で
、
阪
神
大
震
災
時
に

力
に
な
っ
た
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
か
遅
れ
気
味
。
こ
の

た
め
、
被
災
者
の
復
興
べ
の
意

欲
を
引
き
出
す
こ
と
に
加
え
、

現
地
の
事
情
に
明
る
い
人
材
か

必
要
と
判
断
し
た
。
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